















































































































































































「地方短大の職業教育とインターンシップ」　日本インターンシップ学会誌　平成 20 年 6 月
















■ 10:00 〜 10:15	全体説明　（英語科CA&就職課川久保先生）
■ 10:15 〜 11:40 フレッシュワークの方より『ＥＳ＆履歴書の書き方』講話（清水芳子先生）
＊提出済みの「履歴書」「ＥＳシート」「企業調査表」を使ってワークショップ。
■ 11:50 〜 12:20	(30 分 )　一般常識問題テスト
（昼食）12:20 〜 13:20　
②１３：３０〜１６：３０　セミナー２　（午後：面接編）
■ 13:30 〜 14:50	面接挨拶＆自己 PR練習①（梶谷先生＋英語科教員）
■ 15:00 〜 15:40　ハローワーク（実際の求人に関して：石橋正博先生）










■ 9:00「2 階宴会場ちどり •しらさぎ」へ集合　＊朝食後、荷物を持って
■ 9:00 〜　面接準備（5グループ）
■ 9:30 〜 10:30	全日空ホテル人事課による模擬面接























を早く提供すると、" ここのサービスは早いね！”と喜んでくださったり、時には " 笑顔がいいね”
と言ってくださり、さらに頑張ろうと自分の励みになりました。
●私生活で楽しいこと、困ったこと
　楽しいことは、同僚のみんなと一緒に話しをしたり、パーティーをしたりして、みんなとの交流
を深めています。私はスタッフアコモデーションに住んでいますので、よりみんなとの交流が深ま
るなと思います。一番心に残ったことは、新月の日にＭｉｌｋｙ　ｗａｙを見たことです。夜中の
１時ぐらいに湖の前に寝転がり、夜空を眺めていました。本当に感動するぐらいきれいで、流れ星
も５回は見ました！
　あと、ホテルの目の前にＴｅ　Ａｎａｕ湖があることです。Ｎｅｗ　Ｚｅａｌａｎｄの中で２番
目に大きくて、天気がいい日は泳いだり、日光浴を楽しんでいる人が多いです。
●英語力を上げるという点からのＩｎｔｅｒｎｓｈｉｐ
　私はこのＩｎｔｅｒｎｓｈｉｐに参加できて本当によかったと思います。確かに、語学学校で習
うことは基礎なので、大事だと思います。ですが、Ｉｎｔｅｒｎｓｈｉｐではスタッフやお客様と
ののコミュニケーションとして、習ったことを活かせることができ、応用力もついて、語学学校に
ずーっと通うよりかは、２倍吸収そして成長できると思います。最初は不安でいっぱいです。でも、
たくさんみなさんと接していくうちに、自信に変わっていくと思います。
●今後の目標
　今後の目標としては、あと仕事することも６週間となったので、教えてもらったことを忠実にこ
なしていくことです。教えてもらったことを無駄にせず、帰国後は、外資系のホテルで働きたいです。
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●最後にこれからインターンシップに挑戦したいと思っている方達へ！
　最初は不安がいっぱいです。でも、何事も失敗を恐れていては、成長できないと思います。たく
さんそのような経験から学ぶこともあります。最初、もちろん私も不安がいっぱいで、ホテルのレ
セプションを尋ねた頃の自分と今を比べると大きく違います。海外に出てみると、日本にいるより
も自分の成長を感じることができると思います。違った見方や、いろんな国のお客様と接すること。
日本ではそうできないことだと思います。しかも、それを自分の強みとして、今後に活かせる事が
できるのではないかと感じます。興味がある方は絶対に行くべきです。自分の人生の中に、海外で
働いたということは、とても貴重な財産ですよ！みなさんも頑張ってみてください！
